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本書は一般の方々の便宜のため有志により作成されたもので、Atmel社とは無関係であることを御承知ください。しおりの[はじめ
に]での内容にご注意ください。

応用記述

ATtiny1634-EK1使用者の手引き

ATAN0080

要点

● Atmel® ATtiny1634 MCU

● Atmel ATA663254 SBC - 統合された電圧調整器付きLIN送受信部

● 接触

 ● 3つのAtmel QTouch®釦

 ● 1つのAtmel QTouch摺動子

● ｱﾅﾛｸﾞ入出力

 ● Atmel ATtiny1634 MCUのA/D変換器に接続された1つの可変抵抗器

● ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力

 ● 6つの使用者LED

 ● 直接接続するための様々なﾍｯﾀﾞ

● Atmel ATtiny1634 MCUに対して可能な2つの電力供給元

 ● Atmel ATA663254 SBCの電圧調整器

 ● 外部5Vﾍｯﾀﾞ

● 接続容易性

 ● LINﾊﾞｽ

ｷｯﾄ内容

● 基板

 ● ATABtiny1634A-V1 ×1 - 接触感知器付きATA663254 LIN SBC実演部(従基板）
  を持つATtiny1634 MCU

 ● ATmega64M1 Xplained ×1 - LIN-USB中継器

● その他のｱｸｾｻﾘ

 ● 12V電源 ×1
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1. 序説

1.1. ｷｯﾄ概要

Atmel® ATtiny1634-EK1車載評価ｷｯﾄはAtmel ATtiny1634車載MCUとAtmel ATA663254 SBCの評価とAtmel ATtiny1634 MCUに
対するｿﾌﾄｳｪｱ開発のﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤を提供します。Atmel ATtiny1634は特に車載応用に設計された16Kﾊﾞｲﾄのｼｽﾃﾑ内自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ可能なﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘと1Kﾊﾞｲﾄの内部SRAMを持つ高性能、低電力のAVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗです。ｷｯﾄ内に含まれるATABtiny1634A
基板はATtiny1634 MCUを異なる形式の入出力信号とｼﾝﾀｰﾌｪｰｽします。この基板は多数の容量性接触釦と1つの容量性接触摺
動子だけでなく6つのLEDと1つの可変抵抗器もｲﾝﾀｰﾌｪｰｽします。Atmel ATA6632 SBCは電圧調整器と共にLIN送受信部を統合
し、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞがLINﾊﾞｽ機能を許します。基板で直接的に提供される入出力の各種変種に加えて、全てのMCUの入出力は外部入
出力への容易な接続を支援するためのﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝで利用可能にされます。利用可能な組み込みｿﾌﾄｳｪｱと組み合わされた時に、ATA 
Btiny1634A基板はお客様仕様の応用の初期開発用の理想的な基盤です。

LINﾊﾞｽへの接続を容易にするため、このｷｯﾄはUSB-LIN中継器として働くように設定されたATmega64-M1 Xplained基板を含みま
す。この中継器を使うと、ATABtiny1634A基板は基板上の入出力を監視して制御するのに利用可能なPCのGUI応用に接続すること
ができます。もっと一般的に、PC GUI応用はATABtiny1634A基板のLIN従装置応用の開発を手助けするためにLIN主装置通信を偽
装するための中継器基板と共に使うことができます。

このｷｯﾄは http://www.atmel.com/design-support/software-tools/default.aspx で入手可能な標準Atmel AVR開発ﾂｰﾙによって支
援されます。

このｷｯﾄは正しい方法で開始して、それら自身の設計内でATtiny1634-EK1とAtmel ATA663254をどう統合するかの理解を得ることを
使用者に許す機能一式を提供します。

図1-1. ATABtiny1634-V1 PCB

ATA663254

ATtiny1634

2. 開始に際して

2.1. 即時開始

このｷｯﾄに電力を供給する様々な方法があります。

2.1.1. VBat供給電圧経由のｷｯﾄ電源

これはｷｯﾄに電力を供給する最も簡単な方法です。この方法を使う時は、基板全体に対する電力がAtmel® ATA663254 LIN SBCに
よって供給され、故に最大85mAに制限されることに注意してください。以下の段階は正しい機能性を確実にしてください。

 1. J2,J3,J11ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してください。

 2. 電力を基板に供給するために12V DC電源ﾌﾟﾗｸﾞをATABtiny1634A-V1 PCB上のX2電力入力ｿｹｯﾄに接続してください。

2.1.2. MCUとLIN SBCへの独立給電

この電源変形は外部的に調整された5V DC電源から電流を供給することによってLIN SBCから利用可能なものよりも多くの駆動され
る電流を許します。

 1. (送受信部が使われるべきなら、)J11ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してください。

 2. J2とJ3のｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。図2-1.で示されるように+5V DCをJ2のVCC_MCUとJ3のVCC_IOに接続してください。J5の
VCC_IOとJ5のVCC_CPUが代替に使うことができます。

http://www.atmel.com/design-support/software-tools/default.aspx
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図2-1. 独立したMCUとLIN SBCの電源

外部VCC_IOをこのﾋﾟﾝに
接続してください。

外部VCC_MCUをこのﾋﾟﾝに接続してください。

 3. (送受信部が使われるべきなら、)+7～28V DCをX2に接続してください。J11が装着されて充分な電圧がX2に供給される場合に
D8の電源LEDだけが点灯します。

2.1.3. USB-LINﾌﾞﾘｯｼﾞ接続

ATmega64M1 Xplained基板は全てのLINﾒｯｾｰｼﾞをUSBへそしてその逆の橋渡しを行うのに使われます。更に接触釦と可変抵抗器
の状態を監視してLEDを制御するのに供給されたGUIで使うことができます。

ATmega64M1 XplainedとATABtiny1634-V1間のLIN、LIN_VS(供給電圧)、GND線はATABtiny1634上のJ5ﾍｯﾀﾞとATmega64M1 Xplai 
ned上の対応するﾍｯﾀﾞを使って接続されなければなりません。この接続を構成設定する時に注意しなければなりません。図2-2.で示
されるように接続を行する時に、外側の赤と黒のｹｰﾌﾞﾙがｹｰﾌﾞﾙの中央で交差します。ｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝでのﾋﾟﾝ記述を注意して読むべき
です。

図2-2. LIN接続

2.1.4. ATmega64M1 Xplained構成設定

ATmega64M1 XplainedをUSB-LINﾌﾞﾘｯｼﾞとして使う時に以下の点を考慮することが必要です。基板のより詳細な記述はATmega 64M 
1 Xplainedﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引きを参照してください。

 1. 5V DC電源は(緑で記された)VCC_MCU(例えば、J300のﾋﾟﾝ)を(赤で記された)USB 5V出力供給元の何れか(例えば、J406の1番
ﾋﾟﾝまたはJ3の10番ﾋﾟﾝの(基板上)VCC_5V_USB)に接続することによってATmega64M1に提供されます。図2-3.で例をご覧くださ
い。

注: J201ﾍｯﾀﾞに既存ｼﾞｬﾝﾊﾟ(VCC_MCUとVCC_P3V3のﾋﾟﾝ)が有る場合、取り外されなければなりません。
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図2-3. VCC_MCU電圧領域

J1 J201 J300 J3

J4

J406

J206

 2. VS_LIN,LIN,GNDはATABtiny1634-V1上の対応する信号に接続されなければなりません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はATtiny1634-EK1に対して最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

 1. ATtiny1634-EK1設計資料 - 回路図、部品表、組立図、3D図、階層図、ｿﾌﾄｳｪｱなどを含む一括

 2. Atmel® Studio (http://www.atmel.com/atmelstudio) - Atmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに対するC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞの開発用のAtmelの
無料IDE

 3. IAR Embedded Workbench® (http://www.iar.com/en/Products//IAR-Embedded-Workbench/AVR/)はAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽに対して利
用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。IARのｳｪﾌﾞｻｲﾄから入手可能なｺｰﾄﾞ量制限された始動版だけでなく、30日評価版もあります。

 4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ試供品はAtmel試供品ｽﾄｱ (http://www.atmel.com/system/samplestore)から注文することができます。

3. ﾍｯﾀﾞ、ｺﾈｸﾀ、ｼﾞｬﾝﾊﾟ
ATABtiny1634A-V1は基板を構成設定して各種応用に接続するために様々なﾍｯﾀﾞ、ｺﾈｸﾀ、ｼﾞｬﾝﾊﾟを持ちます。

表3-1. ﾍｯﾀﾞ概要

ﾍｯﾀﾞ名称 説明

J1 J1(1×2)はAtmel ATtiny1634 MCUのPC5とPC4をLEDとXTALﾋﾟﾝ間で多重化します。

J2
J2(1×2)はAtmel ATtiny1634のVCC_CPU電力ﾋﾟﾝをVCC_VREG電圧調整器出力に接続します。Atmel ATA663254
のVREG出力が85mAに制限されることに注意してください。

J3
J3(1×2)はVCC_IO電力ﾋﾟﾝをVCC_VREG電圧調整器出力に接続します。Atmel ATA663254のVREG出力が85mA
に制限されることに注意してください。VCC_IOはLEDや可変抵抗器用の供給電圧で多数のﾍｯﾀﾞで利用可能です。

J4
J4(1×2)はLIN主装置節点(ﾉｰﾄﾞ)で必要なﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗を許可するのに使うことができます。このﾍｯﾀﾞ上のｼﾞｬﾝﾊﾟは
基板が従装置として動く時に取り外されるべきです。

J5
J5(1×8)はATABtiny1634A-V1 PCBを外部電源(VCC, LIN_VS), GND, LIN IDﾋﾟﾝ、VCC_REGと外部電源(VCC_MC 
U, VCC_IO)に接続します。

J6 J6(2×6)はAtmel ATtiny1634の入出力ﾎﾟｰﾄをD0～5のLEDに接続します。

J7 J7(2×3)はISPﾍｯﾀﾞとして使われます。

J8 J8(2×3)はAtmel ATtiny1634のﾎﾟｰﾄ(PB1,PB2,PC3)、AREF、VCC_IO、GNDﾋﾟﾝへのｱｸｾｽを提供します。

J9
J9(2×6)はAtmel ATtiny1634を基板上のQTouch感知器、即ち3つの釦と1つの摺動子に接続します。1×2ｼﾞｬﾝﾊﾟを
基板上の釦と摺動子を接続するように渡して配置してください。

J10 J10(1×2)はAtmel ATA663254 LIN SBCのNRESをATtiny1634 MCUのNRESに接続します。

J11 J11(1×2)はX2の外部電源をLIN_VSに接続します。

J12
J12(1×2)は自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ許可ﾍｯﾀﾞです。RXD1での同期ﾊﾞｲﾄ測定のため、RXD1を(T/C1の)IC1に接続するのに使う
ことができます。

J13 J13(1×3)はQTouchﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作ﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力を提供します。

J14 J14(1×2)は可変抵抗器許可ﾍｯﾀﾞです。ｼﾞｬﾝﾊﾟを用いて可変抵抗器出力をPB0に接続してください。

J15
J15(2×6)はQTouch感知器を多重化します。3つの釦(CS2,CS3,CS4)または1つの摺動子(CS1)のどちらかを選んでく
ださい。

http://www.atmel.com/atmelstudio
http://www.iar.com/en/Products//IAR-Embedded-Workbench/AVR/
http://www.atmel.com/system/samplestore
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3.1. ﾍｯﾀﾞの詳細説明

表3-2. J1ﾍｯﾀﾞ (XTAL/LED)

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 LED3

2 LED2

3 PC5

4 PC6

5 外部ｸﾘｽﾀﾙ ﾋﾟﾝ1

6 外部ｸﾘｽﾀﾙ ﾋﾟﾝ3

表3-3. J5ﾍｯﾀﾞ (IO)

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 GND

2 LIN

3 LIN_VS

4 GND

5 VCC_CPU

6 VCC_IO

7 VCC_REG

8 GND表3-4. J6ﾍｯﾀﾞ (LED)

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 PC2

2 LED0ｶｿｰﾄﾞ

3 PA1

4 LED1ｶｿｰﾄﾞ

5 PC4

6 LED2ｶｿｰﾄﾞ

7 PC5

8 LED3ｶｿｰﾄﾞ

9 PC0

10 LED4ｶｿｰﾄﾞ

11 PC1

12 LED5ｶｿｰﾄﾞ

表3-5. J7ﾍｯﾀﾞ (ISP)

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 MISO

2 VCC_IO

3 SCK

4 MOSI

5 NRES

6 MOSI

表3-6. J8ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 PB1

2 PB2

3 PC3

4 AREF

5 GND

6 VCC_IO

表3-7. J9ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 J15の2番ﾋﾟﾝ

2 R5 (接触ﾁｬﾈﾙ2K)、C6 (接触ﾁｬﾈﾙ2S)

3 N.C.

4 N.C.

5 J15の6番ﾋﾟﾝ

6 R4 (接触ﾁｬﾈﾙ1K)、C7 (接触ﾁｬﾈﾙ1S)

7 N.C.

8 N.C.

9 J15の10番ﾋﾟﾝ

10 R3 (接触ﾁｬﾈﾙ0K)、C8 (接触ﾁｬﾈﾙ0S)

11 N.C.

12 N.C.表3-8. J13ﾍｯﾀﾞ (QTouchﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 GND

2 MOSI

3 SCK

表3-9. J15ﾍｯﾀﾞ (QTOuch感知器)

ﾋﾟﾝ番号 説明

1 QTouch摺動子ﾁｬﾈﾙ2 - 最終電極

2 J9の1番ﾋﾟﾝ

3 N.C.

4 QTouch釦 CS4

5 QTouch摺動子ﾁｬﾈﾙ1

6 J9の5番ﾋﾟﾝ

7 N.C.

8 QTouch釦 CS3

9 QTouch摺動子ﾁｬﾈﾙ0

10 J9の9番ﾋﾟﾝ

11 N.C.

12 QTouch釦 CS2



ATAN0080 : ATtiny1634-EK1使用者の手引き [応用記述] 6

4. 周辺機能

4.1. QTouch感知器

QTouch算法は使うべき3つのQTouch釦または1つのQTouch摺動子のどちらかを許します。

明らかに、使われるｿﾌﾄｳｪｱは接続される感知器と一致すべきです。ｷｯﾄと共に出荷されたｿﾌﾄｳｪｱは自立動作の摺動子を使います。
自立動作の釦の使用を評価するには、main.cﾌｧｲﾙに配置された接触機能を初期化するｿｰｽが変更されなければなりません。

 /* Touch初期化 */  /* Touch初期化 */
 AtaDevTouch_init(QT_SENSOR_SLIDER); ⇒ AtaDevTouch_init(QT_SENSOR_BUTTONS);
 qt_sensor_flag = QT_SENSOR_STATE_SLIDER;  qt_sensor_flag = QT_SENSOR_STATE_BUTTONS;

代わりに7頁の「5.2. GUI接続動作」で記述されるように釦を評価するのにGUI接続動作を使うことができます。CS2～CS4のQTouch釦
を使うにはJ15ﾍｯﾀﾞのｼﾞｬﾝﾊﾟが表4-1.で示すように接続されなければなりません。CS1のQTouch摺動子を使うにはJ15ﾍｯﾀﾞのｼﾞｬﾝﾊﾟ
が表4-2.で示すように接続されなければなりません。どちらの方法でも、J9ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝが1-2、5-6、9-10のように接続されなければなり
ません。

表4-1. 釦構成設定に於けるJ15ﾍｯﾀﾞ

J15ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ接続

2番ﾋﾟﾝ - 4番ﾋﾟﾝ

6番ﾋﾟﾝ - 8番ﾋﾟﾝ

10番ﾋﾟﾝ - 12番ﾋﾟﾝ

表4-2. 摺動子構成設定に於けるJ15ﾍｯﾀﾞ

J15ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ接続

1番ﾋﾟﾝ - 2番ﾋﾟﾝ

5番ﾋﾟﾝ - 6番ﾋﾟﾝ

9番ﾋﾟﾝ - 10番ﾋﾟﾝ

4.2. LED

応用の状態を表示するのに6つのLEDを使うことができます。関連するﾍｯﾀﾞはJ6とJ1です。LEDを使うにはJ6ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝが1-2、3-4、
などのように接続されなければなりません。LED2とLED3を使うには、Atmel® ATtiny1634 MCUのﾎﾟｰﾄがLEDに直接接続できるように
J1ﾍｯﾀﾞの2-4と1-3のﾋﾟﾝにｼﾞｬﾝﾊﾟを接続することも必要です。J1ﾍｯﾀﾞはPC4-LED2とPC5-LED3の接続を許可するように正しく構成設
定されなければなりません。また、J1ﾍｯﾀﾞはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗへ外部発振器またはｸﾛｯｸを供給するのにも使うことができます。

LED5はJ12の自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ ｼﾞｬﾝﾊﾟが未装着で自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ機能が禁止される場合にだけ使うことができます。これは自動ﾎﾞｰﾚｰﾄの
使用を止めるには、ｿﾌﾄｳｪｱの再ｺﾝﾊﾟｲﾙまたはGUIの使用が必要です。

4.3. 可変抵抗器

A/D変換器(ADC)を評価するためにAtmel ATtiny1634 MCUのﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝに可変抵抗器を接続することができます。可変抵抗器はAR 
EF=VCC_IOが使われた時に使われるであろう全ADC範囲に帰着する、VCC_IOとGNDに接続されます。可変抵抗器を使うにはJ14
ｼﾞｬﾝﾊﾟが装着されなければなりません。

5. 例ｿﾌﾄｳｪｱの使用者の手引き
この基板と共に配給された例ｿﾌﾄｳｪｱはAtmel® ATtiny1634とAtmel ATA663254の基本的な機能のいくつかを実演します。供給され
たどちらのGUIが使われるかに依存して、このｿﾌﾄｳｪｱは異なる2つの動作形態を実行します。

5.1. 自立動作でのATABtiny1634A-V1

ATABtiny1634A-V1とｷｯﾄに含まれる電源が、この動作での走行に必要とされます。ｷｯﾄは2頁の「2.1.1. VBat供給電圧経由のｷｯﾄ電
源」項で概説されるように接続されなければなりません。

意図するように動くにはｼﾞｬﾝﾊﾟが以下の自立動作用の位置に設定されることが必要です。

● J6ﾍｯﾀﾞ - LED0～4用ｼﾞｬﾝﾊﾟを1-2, 3-4, 5-6, 7-8に装着

● J14ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

● J1ﾍｯﾀﾞで1-3, 2-4に装着

● J2ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

● J15ｼﾞｬﾝﾊﾟで1-2, 5-6, 9-10に装着

● J9ｼﾞｬﾝﾊﾟで1-2, 5-6, 9-10に装着

● J11ｼﾞｬﾝﾊﾟ装着

● J12ｼﾞｬﾝﾊﾟ未装着

このｼﾞｬﾝﾊﾟ設定でAtmel ATtiny1634 MCUはQTouch摺動子と可変抵抗器を継続的に測定するのにA/D変換器(ADC)を使います。

D0とD1のLEDは可変抵抗器の状態を表示し、可変抵抗器の位置を準える大まかな直線様式で点灯します。

D2～D4のLEDはAtmel QTouch摺動子の状態を表示します。QTouch釦が表示されるべきなら、4.1.項で記述されるように自立動作
で釦を使うようにｿｰｽ ｺｰﾄﾞが再ｺﾝﾊﾟｲﾙされ、「4.1. QTouch感知器」項で記述されるようにQTouchとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするようにJ15ｼﾞｬﾝﾊﾟ
が構成設定されなければなりません。
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5.2. GUI接続動作

PCで走行するGUIはLIN従装置節点(ﾉｰﾄﾞ)にLIN命令を送るためにUSBﾎﾟｰﾄ経由で中継器と通信するのに使われます。

ｼｽﾃﾑの機能は以下のように要約することができます。

● ATmega64M1 Xplained PCBはLINﾊﾞｽ中継器とLINﾊﾞｽ主装置として使われます。ﾎｽﾄPCと通信するのにUSBﾎﾟｰﾄを使います。これ
はLINﾊﾞｽを使って、LIN従装置にLINﾒｯｾｰｼﾞを送るために主装置としても働きます。

● ATtiny1634A-V1 PCBはQTouch周辺機能を持つLINﾊﾞｽ従装置として使われます。従装置節点は接触入力を検知し、その後に
GUIｳｨﾝﾄﾞｳに表示するためにそれをﾎｽﾄPCに取り次ぐLIN主装置中継器に対してLINﾊﾞｽ上に接触ﾃﾞｰﾀを送ることができます。ﾎｽﾄ
でのGUI使用により、PC命令はLIN従装置PCBに送る、例えば、LEDを点灯することもできます。LIN従装置節点からの入力は、実
時間での押釦や可変抵抗器の状態表示のように、GUIｳｨﾝﾄﾞｳで表示することもできます。

5.2.1. GUIとでのｼｽﾃﾑ評価

GUIを用いてATABtiny1634A基板の操作を評価するには、「5.2.2. ｷｯﾄを接続して操作するための段階的指示」で記述されるように
ATABtiny1634A基板とATmega64M1 Xplained基板の両方が正しく構成設定されなければなりません。一旦両基板が正しく構成設定
されて相互接続され、ATmega64M1 Xplained基板がUSBによってPCに接続されると、PC上のGUIはATABtiny1634A基板と相互作用
するために使うことができます。ATABtiny1634A基板上のｿﾌﾄｳｪｱは有効なLINﾌﾚｰﾑを検出した時に自立動作からGUI接続動作へ
自動的に切り替えます。

9頁の「6. GUI使用者の手引き」章はGUIを使う方法のもっと詳細な情報を提供します。この動作形態の動きは或る意味で、GUIから
の出力として制御されるLEDを許すLED制御に代って、可変抵抗器読み取りとQTouch感知器の状態がLIN経由でGUIに報告される
ことを除き、自立動作と非常に類似しています。

5.2.2. ｷｯﾄを接続して操作するための段階的指示

以下の項は段階的な相互接続と操作の指示を与えます。

これらはATABtiny1634A-V1とATmega64M1のPCBに対する相互接続指示に関してです。ｼｽﾃﾑ構成設定とGUIでの初回操作も説
明されます。ﾎｽﾄGUIは相互接続状態を報告し、LINﾌﾚｰﾑの送受信の通信と2つのPCB間の内容を表示します。

 1. 2頁の「2.1.1. VBat供給電圧経由のｷｯﾄ電源」項で記述されるよう、ここで記述されるようにｼﾞｬﾝﾊﾟを適切な場所に置くことによって
ATABtiny1634A-V1 PCBを構成設定してください。

● 壁ｺﾝｾﾝﾄ用電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀからのX2電源ｿｹｯﾄを許可するようにJ11でのｼﾞｬﾝﾊﾟを接続してください。

● 入出力とAtmel ATtiny1634 CPU用の電圧供給元としてVREG出力電圧を許可するようにJ2(VCC_CPU)とJ3(VCC_IO)を接続し
てください。

● J9でｼﾞｬﾝﾊﾟを接続してください(1-2, 5-6, 9-10番ﾋﾟﾝ、3つの1×2ｼﾞｬﾝﾊﾟを使ってください)。

● QTouch摺動子を使うために : QTouch摺動子とｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするためにJ15で(1-2, 5-6, 9-10番ﾋﾟﾝ)にｼﾞｬﾝﾊﾟを接続してくださ
い(注:ｷｯﾄはこの既定設定で出荷されます)。

● QTouch釦を使うために : QTouch釦とｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするためにJ15で(3つの1×2ｼﾞｬﾝﾊﾟを使って、2-4, 6-8, 10-12番ﾋﾟﾝ)にｼﾞｬﾝ
ﾊﾟを接続してください。

● XTAL(X1)が使われない時にD2とD3を許可するためにJ1で(2つの1×2ｼﾞｬﾝﾊﾟを使って、1-3, 2-4番ﾋﾟﾝ)を接続してください。

● 初回にLIN従装置ﾎﾞｰﾚｰﾄをLIN主装置ﾎﾞｰﾚｰﾄに同期するためにJ12(AUTOBAUD)ｼﾞｬﾝﾊﾟを接続してください。同期成功後、
将来の使用のために同期ﾀｲﾐﾝｸﾞは従装置のEEPROMで内部的に格納されます。

 2. 3頁の「2.1.4. ATmega64M1 Xplained構成設定」項で記述されるようにATmega64M1 Xplained基板を構成設定してください(VCC_5 
V_USBﾋﾟﾝをVCC_MCUﾋﾟﾝに接続するのにｼﾞｬﾝﾊﾟ線を使ってください)。

 3. ATABtiny1634A-V1とATmega64M1 Xplained基板をLIN通信用に相互接続してください。ATmega64M1 Xplained基板のGND、LI 
N、VS_LINﾋﾟﾝ(J206、4頁の図2-3.)をATABtiny1634A-V1基板の各々GND、LIN、LIN_VSﾋﾟﾝに接続してください。

 4. 12V DC電源ﾌﾟﾗｸﾞをATABtiny1634A-V1基板のX2ｿｹｯﾄに接続してください。

 5. USBｹｰﾌﾞﾙをATmega64M1 Xplained基板とﾎｽﾄPCに接続してください(新しいUSB装置が検出され、USBﾄﾞﾗｲﾊﾞが自動的にｲﾝｽ
ﾄｰﾙされます)。
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図5-1. 正しいPCB相互接続

USB LED緑/赤点滅、
段階9.をご覧ください。

ATmega64M1 LED点滅、
段階9.をご覧ください。

VCC_MCUを
5V USB電力ﾋﾟﾝに

接続してください
(段階2.)。

壁ｺﾝｾﾝﾄ ｱﾀﾞﾌﾟﾀから12V DCを供給してください(段階4.)。

GND,LIN,LIN_VSﾋﾟﾝ
を接続してください
(段階3.)。

 6. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされたｷｯﾄ一括で供給されるATA1634_GUI.exeを実行することによってAtmel ATA1634-EKｲﾝﾀｰﾌｪｰｽGUIを開いてく
ださい。

 7. 一旦主ｳｨﾝﾄﾞｳが開くと、基板構成設定部でQTouch感知器構成設定を選
択することができます(J15がQTouch釦感知に構成設定された場合は”Butt 
ons”を選択、またはJ15が摺動子機能支援に構成設定された場合は”Slide 
r”を選択してください)。図5-2.をご覧ください。

注: USBが正しく接続されると、図5-2.で示されるようにGUIｳｨﾝﾄﾞｳの下部で
”USB Connected”ﾒｯｾｰｼﾞが現れます。LIN節点間の正しいﾃﾞｰﾀ通信を示
すﾌﾚｰﾑ計数の増加も示されます。

 8. 状態(Status)ｳｨﾝﾄﾞｳを開くためにTools⇒Statusで引き落としｳｨﾝﾄﾞｳを選択
してください(図5-3.をご覧ください)。LINﾌﾚｰﾑ計数部が増加されるべきで
す。

図5-2. Atmel ATA1634-EKｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ主ｳｨﾝﾄﾞｳ

図5-3. 状態(Status)ｳｨﾝﾄﾞｳ
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 9. 一旦GUIｳｨﾝﾄﾞｳが開かれてUSBｹｰﾌﾞﾙが接続されると、USB LEDが緑/赤交互切り換えによって点滅を始め、ATmega64M1 
Xplai nのPCB上のLED0がON/OFF切り換えを始めます。USB LEDの緑/赤点滅はﾎｽﾄGUIとのUSB接続が正しいことを示しま
す。LED0のON/OFF点滅はATmega64M1 MCUﾃﾞﾊﾞｲｽが実行中であることを意味します。

注: LINﾊﾞｽ通信はLEDの動きが上の段階9.で示されるように観察される場合にだけ確立され得ます。ﾎｽﾄでGUIｳｨﾝﾄﾞｳが開かれ
ていない、またはﾎｽﾄが開かれたUSBﾎﾟｰﾄを持たない場合、USB LEDは赤に留まり、LED0はOFFで、ｼｽﾃﾑは動作の準備が
整っていません。(USB LEDが緑/赤で点滅してLED0がON/OFF切り換えしなければならない)PCBをﾘｾｯﾄするにはUSBｹｰﾌﾞ
ﾙを再接続してFUI応用を再始動してください。

10. 通常動作の間、LINﾌﾚｰﾑ計数部は増加し、一方LIN異常計数部は転送異常が検出されなければ0に留まるべきです。

注: “LIN Errors RX’d”ﾊﾟﾗﾒｰﾀが異常計数部の増加を示し、ﾌﾚｰﾑ状態計数部が増加しない場合、LIN従装置を同期するため、
AUTOBAUD(J12)ｼﾞｬﾝﾊﾟを置き換えてATABtiny1634A-V1 PCBの電源をOFF/ONしてください。状態ｳｨﾝﾄﾞｳで異常計数部
をﾘｾｯﾄするために”Clear”釦を押してください。通常動作の間、“LIN Errors RX’d”は0に留まり、LINﾌﾚｰﾑ計数部が増加され
るべきです。

11. 接触感知器を試験するには、ATABtiny1634A-V1 PCB上の接触釦を押して主GUIｳｨﾝﾄﾞｳで接触検出を観察してください。GUI
ｳｨﾝﾄﾞｳのONとOFFのﾗｼﾞｵ釦を選択することによってLEDをONとOFFに切り替えることもできます。

6. GUI使用者の手引き

6.1. ｲﾝｽﾄｰﾙ

GUIをｲﾝｽﾄｰﾙするのに必要な特別な段階はありません。それらは正しく起動するためにﾏｲｸﾛｿﾌﾄの.NET 4.0またはそれ以降を必要
とする1つの実行物です。

6.2. 画面の説明

応用

 1. ﾂｰﾙ ﾒﾆｭｰ : 以下の選択を許します。

● LIN bus analyzerﾂｰﾙ - LINﾊﾞｽ通信監視用。

● Send messageﾂｰﾙ - 使用者定義LINﾒｯｾｰｼﾞ送出用。

● Statusﾂｰﾙ - 接続状態計数器観測用。

 2. Board Set-Up領域 : 釦でまたは摺動子での使用、QTouchﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ許可、LIN自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ禁止に対する基板構成設定用。

 3. Board Control and Status領域 : 基板のLED制御と基板のQT 
ouch釦または摺動子と可変抵抗器の状態観測用。中継器を
通してGUIからATABtiny1634A基板への接続が確立されてい
ない場合、この制御部分は(図で示されるように)灰色表示にさ
れます。

 4. USB接続状態 : ATmega64M1 Xplained LIN-USB中継器が接
続されているか否かを表します。

 5. 状態ﾌﾚｰﾑ受信計数部 : 状態ﾌﾚｰﾑがATABtiny1634A基板か
ら受信される毎に計数します。継続的な計数増加はATmega6 
4M1 Xplained LIN-USB中継器を通してFUIからATABtiny163 
4A基板上のAtmel ATtiny1634 MCUとその後ろへの完全な接
続を表します。

図6-1. 画面1
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応用 : 確立されたATABtiny1634基板への接続

 1. 釦/摺動子構成設定 : ATABtiny1634A基板をQTouch釦(× 
3)、QTouch摺動子(×1)、またはQTouch釦や摺動子なしで
の何れかでの動作に構成設定してください。正しい動作のた
めに基板のｼﾞｬﾝﾊﾟが選択した構成設定に従って設定されな
ければなりません。

 2. Buttons/Slider Status(釦/摺動子状態) : 釦または摺動子の
現在の状態を表します。基板上で構成設定された感知器の
活動がGUIで反映されるべきで、例えば、図はATABtiny163 
4A基板上のCS3釦が押されつつあることを示します。状態は
構成設定された機能に対してだけ示され、構成設定されな
い機能は灰色表されます(例えば、この場合では基板が釦用
に構成設定され、故に摺動子の状態は灰色表示されます)。

 3. LED Controls(LED制御) : ATABtiny1634A基板のLEDを制
御するにはONまたはOFFをｸﾘｯｸしてください。(基板のｼﾞｬﾝ
ﾊﾟが正しく構成設定されているとの仮定で)基板上のLEDは
GUI上の選択に対応します。

 4. Potentiometer P1 Status(可変抵抗器状態) : ATABtiny1634 
A基板上の可変抵抗器の設定に従い、例えば、基板での可
変抵抗器の回転はGUIでの対応する変化を起こすでしょう。

 5. Stop LIN(LIN停止) : LIN経由応用ﾒｯｾｰｼﾞの送信を停止す
るのに使われます。LIN経由でのﾒｯｾｰｼﾞ送信を再開するに
は再び押下してください。

 6. Sleep(休止) : ATABtiny1634A基板に休止ﾒｯｾｰｼﾞを送るに
は押下してください。一旦休止ﾒｯｾｰｼﾞが送られると、後続す
るﾒｯｾｰｼﾞが自動的に休止され、⑤のStop LIN釦がStart LIN
に変わります。LINﾒｯｾｰｼﾞを再開、故に基板も起こすにはSta 
rt LINを押下してください。

 7. Reset(ﾘｾｯﾄ) : ATABtiny1634A基板にﾘｾｯﾄ ﾒｯｾｰｼﾞを送るに
は押下してください。

 8. Disable Autobaud(自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ禁止) : LIN自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ機能
を禁止するにはﾁｪｯｸしてください。

注: LIN自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ実装はLED5と同じMCUﾋﾟﾝを使い、故に自動ﾎﾞｰﾚｰﾄが許可される時にLED5が許可されてはなりません。自動
ﾎﾞｰﾚｰﾄを禁止する前に、ATABtiny1634A基板で自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ ｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。

図6-2. 画面2
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LINﾊﾞｽ分析器ﾂｰﾙ

 1. 応用ﾂｰﾙ ﾒﾆｭｰからLIN bus analyzerを起動してください。

 2. LINﾒｯｾｰｼﾞ通信の記録表示(表示の最上部が最も最近のﾒｯｾｰ
ｼﾞ)。

 3. Type(型式)領域 : 主装置として働くGUIの背景から
P=発行(GUIがPIDとﾃﾞｰﾀを送出)
S=取得(GUIがPIDを送出、従装置がﾃﾞｰﾀで応答)

 4. Stop(停止) : ﾒｯｾｰｼﾞ記録を停止するには押下してください。押
下後にStartに変わります。

 5. Start(開始) : ﾒｯｾｰｼﾞ記録を開始するには押下してください。押
下後にStopに変わります。

既定ｿﾌﾄｳｪｱは以下の2つのLINﾒｯｾｰｼﾞを支援します。

● PID=06、大きさ=2ﾊﾞｲﾄ : このﾌﾚｰﾑはATABtiny1634A基板を制
御、例えば、LEDをONまたはOFFに切り換えるためにGUIによっ
て発行されます。

● PID=03、大きさ=4ﾊﾞｲﾄ : このﾌﾚｰﾑはATABtiny1634A基板上の
状態を得る、例えば、現在の可変抵抗器読み取りを得るために
GUIによって取得されます。

GUIが取得するﾒｯｾｰｼﾞに対して応答が受信されない場合、そのﾌﾚｰ
ﾑに対して時間超過異常が表示されます。

図6-3. 画面3
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LINﾒｯｾｰｼﾞ送出ﾂｰﾙ

 1. 応用ﾂｰﾙ ﾒﾆｭｰからSend LIN messageを起動してください。

 2. ﾒｯｾｰｼﾞ長、PID、ﾃﾞｰﾀを入力する領域です。全ての領域が16進
値です。

 3. ﾒｯｾｰｼﾞが周期的(繰り返し、Periodic)または一度だけ(単発、
Single Shot)送られるべきかを選ぶのにこれを使います。周期的
ﾒｯｾｰｼﾞは使用者に(またはこのｳｨﾝﾄﾞｳが閉じられることに)よって
停止されるまで継続的に送られます。

 4. 取得(Subscribe)と発行(Publish)を選ぶのに使います。

 5. Send(送出) : ﾒｯｾｰｼﾞを送るには押下してください。ﾒｯｾｰｼﾞが周
期的の場合、押下後に釦がStopに変わります。

 6. Stop(停止) : 周期的ﾒｯｾｰｼﾞを停止するには押下してください。

 7. 周期的発行ﾒｯｾｰｼﾞが送られつつある時にﾃﾞｰﾀ領域を変えること
ができます。周期的発行ﾒｯｾｰｼﾞが送られつつある間、長さとPID
の領域は変えることができません。

図6-4. 画面4
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状態ﾂｰﾙ

 1. 応用ﾂｰﾙ ﾒﾆｭｰからConnection statusを起動してください。

 2. USB接続状態、(秒での概ねの)接続時間、それと様々な計数器
を表示します。

 3. Clear(一掃) : 計数器を一掃するには押下してください。

図6-5. 画面5
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7. QTouchﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作の使用
QT600基板が別に注文されなければならず、使うにはQTouchﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作を許してください。QT600基板はﾂｰﾙの一部で、http://w 
ww.atmel.com/tools/QT600.aspxで入手可能です。

Atmel® Studioと共に供給されるQTouchﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙを使うには、以下で記述されるように基板が準備されなければなりません。

ｷｯﾄをこの動作形態に準備するには、ATABtiny1634A-V1が2頁の「2.1.1. VBat供給電圧経由のｷｯﾄ電源」項で記述されるように構成
設定されなければなりません。

ATmega64M1 Xplained基板への接続も3頁の「2.1.3. USB-LINﾌﾞﾘｯｼﾞ接続」項で記述されるように準備されなければならず、この基板
自身は3頁の「2.1.4. ATmega64M1 Xplained構成設定」項で記述されるように電源を持ちます。

J8上の1～4のLEDは決して接続されるべきではなく。換言すると、ｼﾞｬﾝﾊﾟは装着されるべきではありません。

電力を接続して9頁の「6. GUI使用者の手引き」章で記述されるようにGUIを開始すると、基板からGUIへ更新が送られるべきです。接
続が成功裏に確立されたなら、これは図7-1.で示されるように”USB connected”ﾒｯｾｰｼﾞとｳｨﾝﾄﾞｳの右下で継続的に増加する受信ﾌ
ﾚｰﾑ数によって示されます。

接続が正しく動いていれば、”Enable QTouch Debug”ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸすることによってQTouchﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾋﾟﾝを許可することができま
す。

その後にQT600基板はSPI経由でATABtiny1634A PCBに接続されなければなりません。表7-1.は必要な接続を説明します。

図7-1. 接続検査 表7-1. ATABtiny1634AのJ6とのTouch Dataﾍｯﾀﾞ接続

QT600のTouch Dataﾍｯﾀﾞ ATtiny1634のJ6ﾍｯﾀﾞ

5 5

6 9

7 3

8 7

GND GND

8. ｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
標準的なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのﾂｰﾙはJ7の6ﾋﾟﾝISPﾍｯﾀﾞを使ってATABtiny1634A基板に接続することができます。書き込み器に対
して接続を確立するには、J12の自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ ｼﾞｬﾝﾊﾟとLED5を接続するJ6上のｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外さなければなりません。ﾂｰﾙ接続の問
題を避けるためにNRSTｼﾞｬﾝﾊﾟも取り外されるべきです。

9. 改訂履歴
本章で参照される以下の頁番号はこの資料ではなく、言及された特定の改訂版を参照することに注意してください。

資料改訂 日付 注釈

9341B 2015年2月 ・ 資料を最終雛形にする。

http://www.atmel.com/tools/QT600.aspx
http://www.atmel.com/tools/QT600.aspx
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